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 相
原
町
に
７
月
開
設
予
定
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
介
護
老
人
福

祉
施
設
ヴ
ィ
ラ
町
田
」

入
所
者
募
集

　
定
員
は
２
０
０
人
（
全
室
個

室
）
で
、
ほ
か
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
　
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
併
設

２０
さ
れ
る
予
定
で
す
。

申
申
込
書
（
ヴ
ィ
ラ
町
田
開
設
準

備
室
〔
郵
送
可
〕
ま
た
は
高
齢
者

福
祉
課
に
有
り
、
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
直

接
（
要
電
話
予
約
）
ま
た
は
郵
送

で
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
ヴ
ィ
ラ

町
田
開
設
準
備
室
（
〒
　
們
０
２

１９４

１
１
、
相
原
町
１
３
７
５
們
１
　

 欅
 ハ
イ
ツ
Ａ
棟
１
０
４
号
、
辺辺
７

け
や
き８

３
・
０
９
０
０
）
へ
。

※
開
設
準
備
室
は
３
月
末
ま
で
の

設
置
で
す
。
４
月
以
降
は
ヴ
ィ
ラ

町
田
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
入
所
者
の
決
定
は
申
し
込
み
順
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町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
50

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
50

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
50

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
50

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
50

　
お
元
気
で
新
た
な
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
　
真
光
寺
川
の
流
域
も
す
っ
か
り

冬
の
装
い
で
、
田
の
 畔
 で
は
タ
ン

あ
ぜ

ポ
ポ
の
葉
が
地
面
に
円
形
に
広
が

っ
て
（
ロ
ゼ
ッ
タ
と
呼
び
ま
す
）

冬
の
寒
さ
に
耐
え
て
い
ま
す
。
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
は
無
数
の
赤
い
冬

芽
を
準
備
し
て
い
て
、
そ
れ
は
、

ま
る
で
小
さ
な
赤
い
ロ
ー
ソ
ク
を

た
く
さ
ん
 灯
 し
た
よ
う
で
す
。
何

と
も

年
か
ぶ
り
に
能
ヶ
谷
の
里
に
カ
ケ

ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
例
年
に
比
べ
て
ツ
グ

ミ
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
ツ
グ

ミ
を
狙
っ
て
ハ
イ
タ
カ
が
空
を
切

り
裂
い
て
飛
び
ま
す
。
ハ
イ
タ
カ

の
狩
り
は
追
跡
型
で
す
が
、
何
度

か
見
た
場
面
で
は
い
ず
れ
も
ツ
グ

ミ
が
逃
げ
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
新
年
早
々
や
や
こ
し
い

話
で
恐
縮
で
す
が
、
町
田
市
は
平

成
　
年
４
月
か
ら
、
会
計
方
式
を

２４
複
式
簿
記
、
発
生
主
義
会
計
方
式

に
変
更
し
ま
す
。
国
も
都
道
府
県

も
市
町
村
も
、
い
わ
ゆ
る
官
庁
の

会
計
は
、
現
金
の
支
出
、
収
入
を

記
録
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
会
計
方
式
に
は
い
く

つ
か
の
問
題
点
が
あ
り
、
た
と
え

ば
、
資
産
の
状
況
を
表
す
貸
借
対

照
表
と
収
支
計
算
書
が
連
動
し
て

い
な
い
こ
と
や
、
発
生
主
義
で
は

な
い
た
め
に
、
収
支
状
況
が
即
座

に
つ
か
め
な
い
こ
と
な
ど
で
す
。

　
東
京
都
は
す
で
に
複
式
簿
記
に

移
行
し
て
い
ま
す
。
会
社
勤
め
の

人
に
も
な
じ
み
易
く
、
わ
か
り
や

す
い
会
計
制
度
に
す
る
こ
と
で
、

税
金
の
使
い
み
ち
等
町
田
市
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
、
よ
り
説
明
責

任
を
果
た
し
て
ゆ
く
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
時
代
で
す

か
ら
、
財
政
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
っ
と
理
解
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
こ
の
会
計
方
式

に
国
も
各
府
県
、
市
町
村
も
、
全

国
的
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
所
の
必
要

性
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定

し
ま
す
。
入
所
判
定
は
２
月
中
旬

か
ら
行
い
ま
す
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
４

０
４
８
返
７
２
４
・
１
１
９
０

２
０
１
１
年
度
　
つ
な
が
り
ひ
ろ

が
る
地
域
支
援
事
業

補
助
金
制
度（
前
期
分
）

　
町
田
市
を
活
動
の
場
と
す
る
団

体
自
ら
が
企
画
・
実
施
す
る
、
地

域
の
課
題
解
決
を
促
進
す
る
事
業

に
対
し
て
、
事
業
費
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
市

民
協
働
推
進
課
で
配
布
）
を
ご
覧

下
さ
い
。

事
業
の
実
施
日
４
月
１
日
～
２
０

１
２
年
３
月
　
日
３１

補
助
金
額
事
業
に
必
要
な
対
象
経

費
の
４
分
の
３
（
上
限
　
万
円
）

２０

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
町
内
会

・
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
）
と
テ
ー

マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
市
民
活
動
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
）
が
一
緒
に

行
う
事
業
に
対
し
て
は
全
額
（
上

限
　
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

２０
募
集
期
間
１
月
　
日
～
３
月
１
日

２１

（
必
着
）

問
市
民
協
働
推
進
課
辺辺
７
２
３
・

２
８
９
１
返
７
２
３
・
２
９
４
６

農
業
体
験
農
園

　
農
業
体
験
農
園
は
、
農
家
が
開

設
・
運
営
し
て
い
る
農
園
で
す
。

栽
培
す
る
野
菜
の
選
定
、
作
付
け

計
画
は
農
園
主
（
農
家
）
が
行
い
、

野
菜
作
り
の
講
習
会
を
開
き
ま

す
。
農
園
利
用
者
は
作
付
け
か
ら

収
穫
ま
で
の
農
業
体
験
を
行
い
ま

す
。
利
用
者
が
自
由
に
好
き
な
も

の
を
作
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
店
頭
に
並
ぶ
も
の
に
負
け

な
い
野
菜
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
新
規
利
用
者
募
集
】

場
・
募
集
数
な
な
く
に
農
園
（
野

津
田
町
）
＝
　
区
画
、
つ
く
し
野

４０

フ
ァ
ー
ム
（
つ
く
し
野
）
＝
　
区
２７

画
（
１
区
画
　
㎡
、
い
ず
れ
も
抽

３０

選
）

曳

曳

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
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嬰
嬰
嬰
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嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

【
２
０
１
１
年
度
追
加
利
用
者
募

集
】

場
・
募
集
数
千
都
の
杜
・
ク
レ
イ

ン
フ
ァ
ー
ム
（
能
ヶ
谷
）
＝
８
区

画
、
本
町
田
河
原
農
園
（
本
町
田
）

＝
　
区
画
、
サ
ン
フ
ィ
ー
ル
・
楽

２０
園
（
小
山
町
）
＝
　
区
画
、
森
野

１０

フ
ァ
ー
ム
・
渋
谷
（
森
野
）
＝
　１０

区
画
（
１
区
画
　
㎡
、
い
ず
れ
も

３０

抽
選
）

◇

対
自
家
用
車
を
使
わ
ず
に
農
園
ま

で
来
る
こ
と
が
で
き
る
方

利
用
期
間
４
月
～
２
０
１
２
年
３

月費
４
万
２
０
０
０
円
（
農
具
・
種

・
苗
等
は
農
園
主
が
用
意
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
・
希
望
農
園
名
、

返
信
用
に
も
あ
て
先
を
明
記
し
、

１
月
　
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

３１

Ｊ
Ａ
町
田
市
本
店
農
業
体
験
募
集

係
（
〒
　
們
０
０
３
５
、
忠
生
３

１９４

們
７
們
２
）
へ
。

問
Ｊ
Ａ
町
田
市
本
店
ふ
れ
あ
い
課

辺辺
７
９
２
・
６
１
１
１
返
７
９
２

・
６
１
１
６
、
町
田
市
農
業
振
興

課
辺辺
７
２
４
・
２
１
６
６
返
７
２

４
・
１
１
８
６

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
を
行
う

施
工
業
者
の
方
へ

　
受
領
委
任
払
い
（
利
用
者
か
ら

１
割
分
の
支
払
い
を
受
け
、
９
割

分
を
市
に
請
求
）
の
方
法
で
住
宅

改
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
事
前
研
修
を
受
講
し
た
う
え

で
市
と
協
定
を
結
び
、
登
録
を
し

た
事
業
者
で
す
。

　
登
録
の
無
い
場
合
は
、
償
還
払

い
（
利
用
者
か
ら
全
額
の
支
払
い

を
受
け
、
利
用
者
が
市
に
保
険
対

象
の
９
割
分
を
請
求
）
の
み
可
能

で
す
。

　
事
業
者
登
録
に
必
要
と
な
る
事

前
研
修
と
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。

日
２
月
９
日
（
水
）
①
午
後
２
時

～
４
時
　
分
、
②
午
後
５
時
　
分

３０

３０

～
８
時
（
い
ず
れ
も
同
内
容
）

場
健
康
福
祉
会
館

※
参
加
は
１
事
業
所
１
人
で
す
。

※
参
加
者
数
に
よ
り
、
時
間
帯
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

申
１
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
介
護

２８

保
険
課
（
辺辺
７
２
１
・
３
１
３
６
）

へ
。

ひ
か
り
療
育
園
福
祉
講
座

講

演

会

【
障
が
い
を
持
つ
方
の
権
利
擁
護

と
成
年
後
見
】

　
長
年
、
知
的
障
が
い
者
の
権
利

擁
護
に
取
り
組
ん
で
き
た
毎
日
新

聞
論
説
員
の
野
沢
和
弘
氏
を
講
師

に
迎
え
、
幅
広
い
実
践
か
ら
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

日
２
月
１
日
（
火
）
午
後
１
時
～

３
時

場
ひ
か
り
療
育
園

講
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ
倆
Ｊ
編
集
長
・
野

沢
和
弘
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
申
参
加
人
数
・
代
表
者
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
示
し
、
１
月
　
日
ま

３１

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ひ
か

り
療
育
園
（
辺辺
７
９
４
・
０
７
３

０
返
７
９
４
・
０
７
７
２
）
へ
。

防
災
フ
ェ
ア

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
の
「
備
え
」
が

重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
各
家
庭
で
で
き
る
防

災
対
策
等
の
ご
案
内
や
、
防
災
用

品
等
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
１
月
　
日
（
月
）
～
　
日
（
水
）

１７

１９

場
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
フ
ロ

ア問
防
災
安
全
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

０
７
返
７
２
５
・
３
２
８
０
、
住

宅
課
辺辺
７
０
９
・
０
５
７
９
返
７

０
９
・
０
５
８
６
、
建
築
指
導
課

辺辺
７
０
９
・
０
５
７
７
返
７
０
９

・
０
６
１
８
、
町
田
消
防
署
辺辺
７

２
２
・
０
１
１
９
返
７
２
８
・
５

７
９
４

申し込み定　員会　場日　時会議名
事前に電話で上下水道総務課（辺辺７２０
･１８１９）へ

１０人（申し
込み順）

成瀬クリーンセンタ
ー新館会議室

１月１９日（水）午前
１０時～正午

第２回町田市下水道
ビジョン策定懇談会

事前に電話でまちづくり推進課（辺辺
７０９･０６４２）へ

５人（申し
込み順）

中町第三庁舎３階新
庁舎建設課会議室

１月１９日（水）午後
１時～３時

第３回町田市景観審
議会専門部会

事前に電話またはＦＡＸで福祉総務
課（辺辺７２４･２１３３返７２４・１１８７）へ

５人（申し
込み順）

森野分庁舎２階第二
･三会議室

１月２０日（木）午前
９時３０分～１１時３０分

第１４回町田市福祉有
償運送運営協議会

事前に電話で文化振興課（辺辺７２４･
２１８４）へ

３人（申し
込み順）

森野分庁舎２階第三
会議室

１月２１日（金）午後
６時から

第４回町田市の博物
館等の新たな在り方
構想検討委員会

事前に電話で総務課（辺辺７２４・２１０８）へ各５人（申
し込み順）

①②森野分庁舎１階
第三会議室③森野分
庁舎４階第二会議室

①１月２４日、②１月
３１日、③２月７日、
いずれも月曜日午後
１時３０分から

第２～４回町田市指
定管理者の候補者選
考及び評価委員会

１月１１日午前９時～２０日午後５時に
電話で町田市コールセンター（辺辺７２４
･５６５６）へ
問企画政策課辺辺７２４･２１０３

１０人（申し
込み順）

男女平等推進センタ
ー（町田市民フォー
ラム３階）

１月２４日（月）午後
２時～５時

第２回町田市長期計
画審議会

直接会場へ
問環境総務課辺辺７９７･７１１２

２０人（先着
順）

森野分庁舎４階第一
･二会議室

１月２４日（月）午後
２時～５時

第１９回町田市廃棄物
減量等推進審議会

１月２５日までに電話で高齢者福祉課
（辺辺７２４･２１４０）へ

５人（申し
込み順）

森野分庁舎４階第二
･三会議室

１月２６日（水）午後
２時～３時３０分

第２回町田市高齢者
虐待防止連絡協議会

　
２
０
１
０
年
　
月
　
日
、
認
定

１１

２９

農
業
者
の
認
定
書
授
与
式
が
森
野

分
庁
舎
２
階
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
認
定
農
業
者
と
は
、
市
内
農
家

の
中
で
も
特
に
意
欲
の
高
い
方
々

を
市
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。

　
今
回
の
授
与
式
で
は
、
新
規
認

定
者
２
人
を
含
む
　
人
の
方
が
認

３４

定
さ
れ
ま
し
た
。
授
与
式
で
は
、

石
阪
市
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
認

認
定
農
業
者
授
与
式

定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

燃
や
さ
な
い
で
外
　野
焼
き
は
禁
止
で
す
外

問
環
境
保
全
課

　
　
辺辺
７
２
４
・
２
７
１
１

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
慣
習
行
事
は
例
外
で
す
。

資
源
や
ご
み
は
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
切
な
処
理
を

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

広報広聴課　７２４・２１０１　７２４・１１７１

町田市
ホームページ
町田市
ホームページ広告募集広告募集
問 辺 返

　３月１日に町田市ホームページをリニュー
アルします。
　これに伴い、トップページのほかに、目的
別に情報をまとめたセカンドページ（計６ペ
ージ）にも広告枠ができました。
　市民生活に関係の深い広告を募集しますの
で、ぜひご検討下さい。
応募資格ウェブサイトを有する事業主
掲載期間３月１日～２０１２年３月３１日
掲載サイズ・枠数渇トップページ＝縦５０ピク
セル×横１３０ピクセル、１２枠渇セカンドページ
＝縦４５ピクセル×横２００ピクセル、３０枠（５枠
×６ページ）
掲載料各３万円（１枠１か月あたり）
※申し込み等の詳細は広報広聴課へお問い合
わせ下さい。

トウネン（上）とオジロトウネン
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嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永
永

燃
や
さ
な
い
で
外
　野
焼
き
は
禁
止
で
す
外

辺

　
ご
み
減
量
課

　
　
辺辺
７
９
７
・
０
５
３
０

資
源
や
ご
み
は
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
切
な
処
理
を

行
っ
て
下
さ
い
。

  
町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

【「
う
め
写
真
展
」
作
品
募
集
】

　
薬
師
池
公
園
の
梅
林
や
、
各
地

で
撮
影
さ
れ
た
梅
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

展
示
期
間
２
月
　
日
（
水
）
～
　

１６

２７

日
（
日
）

作
品
サ
イ
ズ
Ａ
４
、
６
つ
切
（
ワ

イ
ド
可
）

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
出
品
料
５
０
０
円
（
１
人
２
点
ま

で
）

申
１
月
　
日
午
前
　
時
か
ら
直
接

１５

１０

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
へ
。

【
秋
の
薬
師
池
公
園
作
品
展
】

ご
参
加
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
辺
７
２
８
・
４
３
０
０

　
　
　
　
　
　

  　

娩

h
ttp://

w
w
w.

m-

s
h
im
in-

h
a
ll

.

jp/

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

休

館

日　

第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

問

　「
わ
か
っ
て
下
さ
い
」
を
は
じ

め
、
名
曲
の
数
々
を
切
々
と
歌
い

上
げ
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

場
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

〜
ま
ん
丸
の
蒼
い
月
〜

〜
ま
ん
丸
の
蒼
い
月
〜

35ｔｈ Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ35ｔｈ Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ

ふれあい
コンサート
ふれあい
コンサート

因
幡
晃
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
０

２
月
　
日
（
土
）

１２

午
後
２
時
開
演

２
０
０
０
円

定
２
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
１
月
　
日
か
ら
電
話
で
町
田
市

１２

民
ホ
ー
ル
へ
。

　「
秋
の
薬
師
池
公
園
撮
影
会
」

の
作
品
を
は
じ
め
、
園
内
で
撮
影

さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
１
月
　
日
（
水
）
～
　
日

１９

３０

（
日
）

◇

問
文
化
振
興
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

８
４
返
７
２
４
・
４
０
４
４
、
町

田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
辺辺
７
３
６
・

８
２
８
１
返
７
３
６
・
０
８
６
８

生
誕
１
０
０
年
岡
本
太
郎
展

関
連
文
化
講
演
会

日
２
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
開

１３

演場
中
央
図
書
館
６
階
ホ
ー
ル

講
東
京
国
立
近
代
美
術
館
主
任
研

究
員
・
大
谷
省
吾
氏

定
１
１
９
人
（
申
し
込
み
順
）

申
１
月
　
日
正
午
～
２
月
４
日
に

１４

電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
辺辺
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
（
１

回
で
２
人
ま
で
申
し
込
み
可
）。

※
展
覧
会
は
、
東
京
国
立
近
代
美

術
館
で
３
月
８
日
（
火
）
～
５
月

８
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
辺辺
７
２
８
・
８
２

２
０

町
田
市
自
然
休
暇
村

川
上
村
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

　
町
田
か
ら
バ
ス
で
行
く
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
で
す
。
ス
キ
ー
教
室
（
別

途
費
用
負
担
）
も
あ
り
、
初
心
者

で
も
安
心
で
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

と
そ
の
同
行
者

日
２
月
　
日
（
土
）
午
前
８
時
～

２６

　
日
（
日
）
午
後
５
時
、
１
泊
２

２７日宿
泊
町
田
市
自
然
休
暇
村

場
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
八
ヶ
岳

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４４
※
最
少
催
行
人
員
は
　
人
で
す
。

３５

費
１
人
１
万
７
８
０
０
円
、
小
学

生
以
下
１
万
５
８
０
０
円
（
リ
フ

ト
代
、
交
通
費
、
宿
泊
費
、
１
日

目
の
夕
食
～
２
日
目
の
昼
食
代
等

を
含
む
）

申
１
月
　
日
午
前
９
時
～
　
日
に

１１

２０

電
話
で
自
然
休
暇
村
（
辺辺
０
１
２

０
・
　
・
２
８
３
８
）
へ
。
ス
キ

５５

ー
レ
ン
タ
ル
希
望
者
は
併
せ
て
申

し
込
み
を
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
問
い

合
わ
せ
は
返
０
２
６
７
・
　
・
２

９９

２
４
０
へ
。

※
２
月
　
日
以
降
の
取
り
消
し

１７

は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア

　
多
摩
地
区
　
市
町
村
の
郷
土
・

２８

歴
史
・
文
化
財
に
関
す
る
書
籍
約

１
０
０
０
点
を
展
示
販
売
し
ま

す
。
新
刊
書
籍
も
有
り
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
１
月
　
日
（
金
）
～
　
（
日
）

２１

２３

午
前
　
時
～
午
後
７
時
（
　
日
は

１０

２３

午
後
５
時
ま
で
）

場
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
３
階
・
オ

リ
オ
ン
書
房
ノ
ル
テ
店
（
立
川
市

曙
町
）

問
生
涯
学
習
課
辺辺
７
２
４
・
２
５

５
４
返
７
２
４
・
１
１
９
９

男
女
平
等
参
画
都
市
宣
言
　
周
年

１０

記
念ま

ち
だ
男
女
平
等

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
２
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
　４５

分
～
午
後
５
時
、
６
日
（
日
）
午

前
　
時
～
午
後
４
時

１０
場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

※
詳
細
は
１
月
　
日
の
新
聞
折
り

１１

込
み
の
「
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
だ
よ
り
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
２
月
４
日
～
６
日
は
町
田
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
内
の
展
示
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
ロ
ッ
カ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
辺辺
７

２
３
・
２
９
０
８

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぱ
お

【
①
ク
ッ
キ
ン
グ
～
肉
ま
ん
外
ピ

ザ
ま
ん
外
ヤ
ッ
タ
ー
ま
ん
外
を
作

ろ
う
外
】

対
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生
～

　
歳
の
方

１８日
１
月
　
日
（
日
）
午
後
１
時
～

２３

３
時

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１６
費
２
０
０
円

申
１
月
　
日
午
前
　
時
か
ら
直
接

１５

１０

ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ぱ
お
（
辺辺
７
７
５
・
５
２
５
８
）

へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
問
い
合
わ
せ

は
返
７
７
５
・
５
７
０
８
へ
。

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

【
シ
リ
ー
ズ
企
画
～
ビ
オ
・
ト
ー

プ
】

対
小
学
生
以
上
の
方
（
親
子
参
加

歓
迎
）

日
１
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
　

１５

１０

２０

分
～
午
後
２
時
　
分
３０

内
恒
例
の
新
年
会
３
点
セ
ッ
ト

（
へ
っ
つ
い
で
ト
ン
汁
、 
竜
  吐
  水
 

り
ゅ
う
 ど
 す
い

の
出
初
め
式
、 櫓
 の
登
り
初
め
）

や
ぐ
ら

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
費
１
０
０
円

【
Ｍ
ｒ
．メ
ビ
タ
・
マ
ー
の
お
も
し

ろ
造
形
工
作
教
室
～
お
正
月
マ
ラ

ソ
ン
す
ご
ろ
く
】

　
お
正
月
遊
び
を
し
な
が
ら
、
走

る
す
ご
ろ
く
を
し
よ
う
外

対
小
学
生
以
上
の
方

日
１
月
　
日
（
水
）
①
午
後
３
時

１９

～
３
時
　
分
②
午
後
４
時
～
４
時

５０

　
分
５０定

各
回
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１５

◇

申
直
接
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

同
館
（
辺辺
７
１
０
・
１
４
７
５
返

７
１
０
・
１
４
７
６
）
へ
。

野
津
田
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ

山
仕
事
を
体
験
し
よ
う

　
公
園
内
の
雑
木
林
の
手
入
れ
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 萌
  芽
  更
  新
 の

ほ
う
 が
 こ
う
 し
ん

見
学
、
下
草
刈
り
等
の
山
仕
事
を

体
験
で
き
ま
す
。

対
小
学
生
以
上
の
方
（
親
子
参
加

歓
迎
）

日
１
月
　
日
（
土
）
午
前
９
時
～

２２

正
午
（
雨
天
中
止
）

場
野
津
田
公
園
内

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０
申
電
話
で
野
津
田
公
園
（
辺辺
７
３

６
・
３
１
３
１
、
受
付
時
間
＝
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

か
し
の
木
山
自
然
公
園

野
鳥
観
察
会

　
公
園
内
で
冬
鳥
を
観
察
し
た

後
、
恩
田
川
で
カ
モ
や
カ
ワ
セ
ミ

の
観
察
を
し
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
１
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

１６

午
後
１
時
（
小
雨
実
施
）

場
同
公
園
内
中
央
広
場

持
ち
物
筆
記
具
、
双
眼
鏡

問
同
公
園
「
森
の
家
」
辺辺
７
２
４

・
１
６
６
０

忠
生
公
園

竹
細
工
教
室

【
遊
び
道
具
や
食
器
を
作
っ
て
み

よ
う
】

対
小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
１
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

１６

正
午
（
雨
天
実
施
）

場
忠
生
公
園
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

（
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
）

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０
申
電
話
で
忠
生
公
園
自
然
観
察
セ

ン
タ
ー（
辺辺
７
９
２
・
１
３
２
６
）

へ
。

　
ふ
れ
あ
い
落
語
初
の
二
人
会
外

出
演
立
川
志
ら
乃
、
立
川
ら
く

次
、
ラ
ヴ
ド
ラ
イ
ブ
（
漫
才
）

場
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
落
語
ス
ペ
シ
ャ
ル

ふ
れ
あ
い
落
語
ス
ペ
シ
ャ
ル

ふ
れ
あ
い
落
語
ス
ペ
シ
ャ
ル
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　さがまちコンソーシアム大学では学びの楽しさを伝えていきながら、暮らしに役立つ講座や社
会的な課題の解決など、身近にある話題をテーマにさまざまな講座を行います。

費　用会場／定員対象／日時講座名

３０００円
（宿泊費含む）

①相模女子大学②
相模原・町田にあ
る企業／１８人

大学生／①ライティング講座
＝２月５日（土）午前１０時～
午後５時②企業取材ツアー＝
２月９日（水）～１０日（木）
午前９時～午後５時（１泊２
日）

ライター体験講座～いい会社
の魅力を「見る／伝える」

２０００円相模女子大学／１５
人

中学生以上の方／２月１２日、
１９日、２６日、３月５日、各日
とも土曜日午後２時～３時３０
分、全４回

ダンスを通して「見つめる人
になる。見つける人になる。」

１０００円
教材費９００円玉川大学／５０人

大学生以上の方／２月１２日、
１９日、各日とも土曜日午前１０
時３０分～正午、全２回

暮らしの中のクラシック～ベ
ートーヴェン「第九」を楽し
む

１０００円玉川大学／６０人
高校生以上の方／２月１２日、
１９日、各日とも土曜日午前１０
時３０分～正午、全２回

人生を楽しく過ごすためのク
ラシック音楽講座

１０００円
桜美林大学プラネ
ット淵野辺キャン
パス／２０人

どなたでも／２月１７日（木）、
１８日（金）、各日とも午前１０時
３０分～正午、全２回

みんなで子育てしよう外～保
育の心と心の発達

２０００円
教材費１５００円

まちだ中央公民
館、多摩美術大学
（３月２９日のみ）／
１５人

大学生以上の方／３月７日
（月）、８日（火）、１５日（火）、
２９日（火）、各日とも午後２
時～４時、全４回

陶芸講座～わたし焼

５００円まちだ中央公民館
／５０人

どなたでも／３月１９日（土）
午後２時～３時３０分

あなたは「食の安全」への正
しい理解をしていますか？～
「食べたら治る」「食品添加物
は危険」ってホント？
※いずれの講座も抽選です。申し込み等の詳細は「講座案内パンフレット」（町田・相模原市内
公共施設で配布）をご覧下さい。締め切りは１月２８日まで（必着）です。
問さがまちコンソーシアム大学事務局（辺辺７４７・９０３８返７０３・８５３６娩http://www.sagamachi.jp/、
問い合わせ時間＝祝日を除く月～金曜日の午前９時～午後５時）、町田市企画政策課辺辺７２４･２１０３

さがまちコンソーシアム大学 開講みんなの「学び」を
　　　もっと身近に

　近代日本を代表するガラス
工芸作家の岩田藤七・久利親
子の作品約１１０点を、花器・茶
器・貝などのテーマごとに紹
介します。
問町田市コールセンター辺辺
７２４・５６５６、同館辺辺７２６・１５３１

「岩田ガラス―藤七・
　　　　久利の花器と茶器」展

町田市立博物館 開催中開催中

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

会期３月６日（日）まで
時間午前９時～午後４時３０
分
休館日月曜日
※１月１１日は休館します。

立川らく次

岩田藤七「水指」１９７５年
町田市立博物館蔵

岩田藤七「花器」１９６０年
新宿歴史博物館蔵


